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貴依帽による検査結果を下記のとおり暢告します．

試料名 ；NanoZone Solution 
試験項目 ： 殺菌力試験
受付年月日 ：2020年6月18日（提示見本）
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定協会

検査結祟を9l絨 第AK20-22-0040サ②(2)(3)(4)(5)(6)(7)1こ示します．
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殺菌力試験
検査機関 日本油料検定協会 兵庫県神戸市

試料
NanoZoneSolution 

殺萬力試摯（黄色プドウ球蘭）
L試 ： NanoZone Solution 

第AK20-22→O40号②(◄)

2.試験目的：試料の賀色プドウ球繭に対する殺繭効呆を纏認する．

3.試験概略
試料に贄色プドウ球菌の藝液を撞種後（以下『駅験液Jとする．）、宝111.で保存し、

30秒後に試験液中の生菌数を測定した．
なお、あらかじめ不活性化の確認試験を行い、生鎖撒の測定方法について検討を行った

4,試験結果
紹果を表・2 Iこ示した．なお、訳験液をSCDLP培地で10 flilこ杓釈することにより、

試料が不括性化され、試料の影●を受けずに生葺数が測定できることを不活性化の確認
匹1こより鶴認した．

表・2 試験液の生111i数測定結果

註験薗 I 対象

試料
貴色ブドウ球薗

対照

対照：滅国生理貪塩水
保存凰度：室瓜

笠薗叡(/mL)

開始峙※ 1 ⑳秒後

3,9X IO 6.3 X 10' 

3.9X 101 3.4 X IO’ 

※添加醸液の菌数より、1111始時の11!1数を計算した．
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試験目的

試料の黄色ブドウ球菌に対する殺菌効果を確認

試験方法
NanoZoneSolutionに黄色ブドウ球菌を摂取後（以下

『試験液』とする）、室温で保存し30秒後に試験液中の 

生菌数を測定した。

NanoZone Solution試験結果

第“⑳-22一四0号②(5)
6．試験方法

!)試験薗抹
S,surous NBRCl2732 （黄色プドウ琢蘊）

2)薗数測定用培地
SCDLP 憲天培地「日本製薬株式会社」、澄釈平坂培養法、泌士1℃囀 48±8吋潤'’

3)訳験菖液の胃製
BHI液体培地(Brain Heart Infu成on)に試験蒻抹を1白金耳核稽し、蹄℃

で18～以•り間培養する。培養後の闊液を'l'rypticSoy平板培地に塗抹し、邸℃
で18~24時間培養する．

培養後の平板培地より繭体を掻き取り、0.1％トリプトン0．邸％NoCl溶液巾
でガラスピー ズと共に3分間攪拌し懸濁させ試験繭液とした．

4l試験操作
試料9mLIこ試験菌液をlmL憧種し、試験液を·製する．試験液を室颯で

保存し保存30後に試験液を直ちにSCDLP液体培地「日本製薬株式会社』で
10倍希釈し、試験液中の生薗数を菌数測定用培地を用いて測定した。

また、対照として、誡菖生理食塩水を用いて同様に試験し、生蒻数を測定
した。

6}試料の不活性化の確認
SCDLP液体培地（不店性化剤）9mLに試料lmLを加え、振とう

攪拌させたものに試験菌液をlmL加え、80秒滋溢で保存し、保存後｀
生蘊数の測定を行い、生醒数に差がないことを確認した。

試験結果
黄色ブドウ球菌3900万個が30秒後に63万個まで減少

した。

※例）試験開始時は3.9X 10の7乗。
8乗になれば増加、6乗になれば減少と判断する。3.9の数値の
変化だけであれば誤差範囲内である。




